
平成16年10月25日

No.　44
９ 月 定 例 会

スクールバス条例などを可決　　  �
給食センターの運営など９議員が一般質問　 �
町政のこれはどうなっているの №5「町立病院」 �

●

●

●

（（島津 西村さん宅の大豆収穫作業から島津　西村さん宅の大豆収穫作業から））
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6月定例会は、6月21日・22日の2日間開催され、条例、補正予算などを審議しました。9月定例会は、9月15日・16日・17日の3日間開催され、条例改正や補正予算などを審議しました。

住
民
の
足
を
確
保
!　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
統
合
」混
乗
方
式
に
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討 
論

　

行
政
改
革
の
中
で
、
公
平
負
担
の
問
題
で
い
え
ば
収
入

の
な
い
子
供
か
ら
も
お
金
を
徴
収
す
る
。
高
齢
者
に
至
っ

て
は
、
敬
老
年
金
の
支
給
の
見
直
し
や
、
健
診
の
受
診
料

の
負
担
を
求
め
、
そ
の
金
額
は
、
約
１
３
５
０
万
円
に
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
バ
ス
料
金
の
歳
入
見
込
み
は
４
０
万

円
と
し
て
い
る
が
、
年
間
に
仮
に
倍
と
し
て
も
１
０
０
万
。

そ
の
１
３
5
０
万
か
ら
１
割
を
戻
し
た
だ
け
で
も
、
十
分

こ
の
負
担
の
軽
減
対
策
が
取
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
取
っ

て
い
な
い
。
町
の
行
政
改
革
と
い
う
名
の
も
と
で
、
住
民

に
負
担
を
求
め
る
と
い
う
や
り
方
は
、
納
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
。
仮
に
料
金
設
定
を
高
齢
者
だ
け
に
求
め
た
と

し
て
も
、
障
害
者
や
小
学
生
に
こ
れ
を
求
め
る
と
い
う
所

に
、
大
き
な
矛
盾
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
町
の
財
政
運
用
に

問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
一
方
的
に
受
益
者
負
担
と
い
う
か

た
ち
で
求
め
る
と
い
う
の
は
、
大
き
な
問
題
点
が
あ
る
と

考
え
、
本
条
例
改
正
に
反
対
す
る
。

賛  成 反  対

問　

お
年
寄
り
か
ら
料
金
を
取
ら
な
く
て
も
十
分
や
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

答　

町
の
財
政
状
況
か
ら
受
益
者
負
担
に
基
づ
い
た
な
か

で
、
利
用
い
た
だ
け
る
分
野
に
お
い
て
は
、
ご
負
担
を
い

た
だ
く
。
町
の
財
政
運
営
の
な
か
で
、
相
対
的
に
住
民
の

皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
な
か
で
対
応
し
て
い
か
ざ
る

を
え
な
い
。

問　

敬
老
祝
い
金
の
支
給
の
減
額
、
住
民
健
診
等
の
住
民

負
担
を
お
年
寄
り
か
ら
も
求
め
、
又
収
入
の
な
い
子
供
か

ら
も
料
金
を
取
る
と
い
う
の
は
、
不
平
等
で
は
な
い
か
。 

答　

行
政
改
革
の
な
か
で
、
町
は
非
常
に
厳
し
い
財
政
状

況
を
迎
え
て
お
り
、
受
益
者
負
担
の
原
則
を
基
本
に
据
え

て
児
童
生
徒
の
通
学
は
無
料
、
そ
れ
以
外
は
有
料
と
す
る
。

バ
ス
の
運
行
改
善
は
、
非
常
に
未
知
数
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

利
用
実
態
が
ど
う
な
る
の
か
一
年
間
実
態
を
み
て
、
次
の

展
開
と
し
て
、
改
善
を
図
っ
て
い
く
べ
き
点
は
、
図
っ
て

い
き
た
い
。

問　

土
・
日
曜
・
祝
日
の
運
行
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
兼
ね
合
い
か
ら
、
十
勝
岳
線
を

除
い
て
運
休
と
し
て
い
る
。
学
校
行
事
等
の
場
合
は
、
臨

時
運
行
を
都
度
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

９
月
定
例
会
で
「
上
富
良
野
町
乗
合
自
動
車
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
上
富

良
野
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
条
例
」
を
原
案
の
通
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
バ
ス
の
運
行
形
態
の
見
直
し
を
図
り
、
市
街

地
に
循
環
バ
ス
路
線
を
新
設
し
て
、　

月
１
日
開
設
さ
れ

11

る
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
及
び
病
院
・
公
共
施
設
等
へ

の
利
便
を
図
る
も
の
で
又
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て
も
、

誰
で
も
乗
れ
る
混
乗
方
式
に
し
て
、
そ
の
利
用
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
正
前
の
運
行
区
間
は
５
路
線
の
運
行
し
た
が
、
新
た

に
循
環
東
線
、
循
環
西
線
を
設
け
、
市
街
地
を
運
行
す
る

も
の
で
す
。

　

今
ま
で
敬
老
パ
ス
受
給
者
の
方
は
無
料
で
し
た
が
、
今

回
の
改
正
で
、
全
区
間
に
お
い
て　

歳
以
上
の
町
民
の
方

７０

は
、
一
回
の
乗
車
に
つ
き　

円
の
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と

１００

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
方
々
の
利
便
を
図
る
と
と
も
に
、
路
線
の
統
合
化
に
よ

り
、
行
政
改
革
の
中
で
の

経
費
の
節
減
を
め
ざ
す
も

の
で
あ
り
、
利
用
し
て
い

た
だ
く
方
々
に
も
公
平
の

見
地
か
ら
負
担
を
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

議
決
に
あ
た
っ
て
は
、

質
疑
、
討
論
を
行
っ
て
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
施
行
月
日
は
、

平
成　

年　

月
１
日
で
す
。

１６

１０

　

住
民
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う
事
で
、
町
営
バ
ス
の
運

行
は
、
大
変
意
義
の
あ
る
事
業
と
考
え
る
。
し
か
し
、
反

面
採
算
性
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
厳
し
い
も
の
が
あ
る

が
、
現
在
、
当
町
に
お
か
れ
て
い
る
財
政
状
況
、
あ
る
い

は
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
運
行
を
確
保
す
る
と
い
う

よ
う
な
観
点
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
も
の
と
理
解
す
る
。

又
、
高
齢
者
の
方
は
新
た
に
１
０
０
円
の
負
担
と
な
る
が
、

金
額
的
に
み
て
も
理
解
い
た
だ
け
る
範
囲
と
考
え
る
。
更

に
、
こ
れ
が
著
し
く
負
担
の
公
平
感
を
損
な
う
と
い
う
よ

う
な
こ
と
は
な
い
と
判
断
し
、
む
し
ろ
今
後
い
っ
そ
う
住

民
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
な
バ
ス
運
行
に
、
日
々
改
善
し

て
い
く
こ
と
の
努
力
を
は
ら
わ
れ
る
事
の
方
が
肝
要
か
と

考
え
、
本
条
例
改
正
に
賛
成
す
る
。

質
疑
か
ら



�

菅
野
博
和
氏
（
か
ん
の
・
ひ
ろ
か
ず
）

　

昭
和　

年
北
海
道
立
旭
川
農
業
高
等
学
校
を
卒
業
、

４６

同
年
４
月
よ
り
本
町
に
お
い
て
農
業
に
従
事
。
ス
ポ

ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
、
上
富
良
野
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

計
、
副
会
長
、
会
長
な
ど
を
歴
任
し
て
、
現
在
し
ろ
が

ね
土
地
改
良
区
理
事
。

　
　
　
　
　

西　

線
北　

号
在
住

１２

３６

　
　
　
　
　

昭
和　

年
２
月　

日
生
ま
れ

２８

２８

中
澤
良
隆
氏
（
な
か
ざ
わ
・
よ
し
た
か
）

　

昭
和　

年
東
洋
大
学
経
営
学
部
商
学
科
を
卒
業
、

４５

同
年
４
月
よ
り
本
町
役
場
に
勤
務
し
、
教
育
委
員
会
管

理
課
長
、
町
民
課
長
、
企
画
調
整
課
長
、
教
育
振
興
課

長
な
ど
を
歴
任
。
平
成　

年　

月
よ
り
教
育
長
。

１６

１０

　
　
　
　
　

大
町
１
丁
目
在
住

　
　
　
　
　

昭
和　

年
６
月　

日
生
ま
れ

２１

３０

活発な意見交換がかわされた沼田町視察活発な意見交換がかわされた沼田町視察

　議会広報特別委員会は、８月２５日から２７日の３日間、
先進地行政調査を実施しました。
　調査市町村は、全道議会広報コンクールで入選され
た穂別町と沼田町で「わかりやすく、読みやすく、議
会と町民を結ぶ議会広報づくり」「視覚に訴える紙面
づくり」などにおいて大変参考となり、今後の議会広
報編集にいかしていきたいと思います。
　また、あわせて札幌市で開催された全道議長会主催
の議会広報研修会に参加してきました。

意 見 書

議会広報の充実を目指して
～先進市町村を調査～

教
育
委
員
会
委
員

　

菅
野
博
和
氏
・

　
　
　

中
澤
良
隆
氏
の

　
　
　
　
　
 
選
任
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
に
菅
野
博
和
氏
、

中
澤
良
隆
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。
本
町
の
教
育
委
員
５

名
の
う
ち
和
田
昭
彦
氏
、
高
橋
英
勝

氏
が
平
成　

年
９
月　

日
で
任
期
満

１６

３０

了
と
な
る
た
め
、
町
長
か
ら
新
し
く

菅
野
博
和
氏
、
中
澤
良
隆
氏
の
選
任

の
同
意
を
求
め
ら
れ
た
た
め
で
す
。

　

教
育
委
員
の
主
な
仕
事
は
、
町
の

教
育
行
政
の
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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道
路
整
備
に
関
す
る
意
見
書

　

道
路
は
道
民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る

最
も
基
本
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
高
規
格
幹
線
道

路
か
ら
道
民
生
活
に
最
も
密
着
し
た
市
町
村
道
に

至
る
ま
で
、
北
海
道
の
道
路
網
の
整
備
は
道
民
が
長

年
に
わ
た
り
熱
望
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
体
系
的
か
つ
計
画
的

に
整
備
が
推
進
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
は
、
北
海
道
の
道
路
整
備
の
実
情
を

十
分
踏
ま
え
た
上
、
引
き
続
き
、
計
画
的
か
つ
早
期

に
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特

段
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
や
都
市
再
生
を
推
進

す
る
た
め
、
道
路
整
備
の
促
進
を
図
る
も
の
と
し
、

「
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」
に
基
づ
き
、
道
路
整

備
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
こ
と
。

２　

国
及
び
地
域
の
社
会
・
経
済
活
動
の
発
展
を
支

え
る
た
め
、
国
土
の
根
幹
的
な
施
設
で
あ
る
高
速
自

動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
料
金
収
入
を
最
大
限
に
活

用
し
た
有
料
道
路
方
式
と
こ
れ
を
補
完
す
る
新
直

轄
方
式
に
よ
り
着
実
に
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
。　

　

特
に
本
道
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
早
期

形
成
を
図
る
こ
と
。

３　

受
益
者
負
担
と
い
う
制
度
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

道
路
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
自
動
車
重
量

税
を
含
む
道
路
特
定
財
源
は
一
般
財
源
化
す
る
こ

と
な
く
、
す
べ
て
道
路
整
備
に
充
当
す
る
こ
と
。

　

■
提
出
先　

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣
・
総
務
大
臣

　
　
　
　
　
　

財
務
大
臣
・
国
土
交
通
大
臣

意見書を国などに提出しました

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■



小 野 議 員

�

伺
い
た
い
。

町
長　

た
だ
い
ま
教
育
長
か
ら

お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
よ
う
に
、
私
自
身
も
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
十
分
認
識
し
て
お
り
、

そ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
常

日
頃
の
維
持
管
理
に
は
、
職
員

の
努
力
が
重
要
で
あ
る
。
今
回

の
新
聞
報
道
等
々
の
件
に
つ
い

て
は
、
私
自
身
も
報
道
を
見
て

心
配
し
た
が
、
今
後
も
職
員
と

し
て
、
老
朽
化
し
て
い
る
施
設

だ
か
ら
よ
り
一
層
維
持
管
理
に

心
を
燃
や
し
、
安
全
で
安
心
で

き
る
給
食
の
提
供
に
努
め
る
よ

う
に
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に

職
員
の
努
力
を
促
し
て
い
き
た

い
。

て
行
動
す
る
の
が
通
常
で
あ
っ

て
、
外
に
向
か
っ
て
嘆
い
て
い

る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
働
く
職

員
の
資
質
を
問
う
の
が
管
理
職

と
し
て
の
責
任
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
働

く
従
業
員
が
、
よ
り
安
全
で
衛

生
的
な
施
設
の
改
善
に
つ
い
て

の
課
題
を
真
剣
に
論
議
し
た
こ

と
が
、
大
き
な
誤
解
を
受
け
た

こ
と
を
、
非
常
に
遺
憾
に
思
っ

て
い
る
。

問　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
食
を
提
供
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
健
全
な
体
力
づ
く
り
」「
食
の

改
善
」
に
予
断
は
許
さ
れ
ず
、

早
急
に
必
要
な
予
算
措
置
を
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

教
育
長　
「
食
」の
大
切
さ
に
関

し
て
、
給
食
は
学
校
生
活
に
お

い
て
も
、
重
要
な
事
業
で
あ
り
、

お
い
し
く
栄
養
価
が
高
い
、
安

心
安
全
な
魅
力
あ
る
給
食
の
提

供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

施
設
の
改
善
は
早
急
に
図
ら
れ

る
よ
う
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

今
回
給
食
セ
ン
タ
ー
の
マ

ス
コ
ミ
報
道
を
、
町
長
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か

教
育
長　

昨
年
8
月
、
大
量
調

理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

が
改
正
さ
れ
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
6
月　

日
に
保
健

17

所
よ
り
改
正
後
初
め
て
の
検
査

が
行
な
わ
れ
た
。
検
査
の
結
果

は　

項
目
中　

項
目
に
つ
い
て

70

13

指
摘
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
す
ぐ
改
善
を
図
っ

た
項
目
に
つ
い
て
は
6
項
目
、

施
設
の
改
修
時
に
対
応
を
図
る

課
題
は
2
項
目
、
そ
し
て
今
議

会
に
補
正
を
提
案
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
項
目
が
5
項
目
と
い
っ

た
内
容
で
あ
る
。

問　

当
該
施
設
の
人
事
管
理
に

つ
い
て
平
素
か
ら
職
員
と
の
対

話
、
職
員
と
し
て
自
覚
指
導
、

連
絡
調
整
会
な
ど
を
開
き
、
意

思
の
疎
通
を
図
っ
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

教
育
長　

人
事
管
理
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は

毎
月
一
回
、
組
織
の
円
滑
な
推

進
を
図
る
た
め
、
事
務
局
内
の

打
合
せ
会
議
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
に
お
い
て
の
課
題
等

に
つ
い
て
、
話
合
い
を
行
な
っ

て
い
る
。

問　

自
分
達
の
働
く
場
を
考
え

　

施
設
の
維
持
管
理
と
人
事
管

　

理
に
つ
い
て

問　

と
あ
る
新
聞
に
よ
れ
ば
、

聖
域
の
衛
生
管
理
に
不
安
が
あ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
問
題
が
無

い
の
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

に
関
し
て
は
、
職
員
一
同
衛
生

管
理
に
十
分
配
慮
し
、
安
全
な

学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
き

て
い
る
。

問　

給
食
提
供
施
設
の
生
命
で

あ
る
厨
房
や
調
理
施
設
が
、
衛

生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
指
針
ど
お

り
の
集
団
給
食
施
設
と
し
て
、

機
能
が
整
っ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

教
育
長　

ご
承
知
の
よ
う
に
給

食
セ
ン
タ
ー
は
昭
和　

年
に
建

５４

設
さ
れ
、
築　

年
を
経
過
し
、

２５

老
朽
化
の
進
ん
だ
施
設
と
な
っ

て
い
る
。
施
設
の
適
正
管
理
の

た
め
に
も
、
毎
年
計
画
的
に
必

要
度
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
修
繕

を
進
め
て
い
る
。

問　

食
中
毒
予
防
対
策
が
強
化

さ
れ
て
い
な
い
と
、
そ
の
筋
か

ら
指
摘
を
受
け
経
過
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

Ａ
、
職
員
一
丸
と
な
り
、安
心
・
安
全
な
給
食
を
提
供
す
る

Q
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
衛
生
管
理
に
不
安
は
な
い
の
か

一 般 質 問一般質問は9月15日・16日に行われ、9人が質問しました。

１日１,185食を調理している学校給食センター１日１,185食を調理している学校給食センター
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町
長　

国
は
三
位
一
体
改
革
の

具
体
的
な
全
体
像
を
、
地
方
に

示
し
て
い
な
い
段
階
で
あ
る
。

今
の
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
、
将
来
像
に
ど
の
よ
う
に
影

響
す
る
の
か
を
、
注
意
深
く
見

極
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

再
質
問　

引
続
き
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
、
例
え
ば

少
子
化
に
対
す
る
支
援
策
、
高

齢
者
に
対
応
し
た
福
祉
対
策
、

富
良
野
協
会
病
院
（
地
域
セ
ン

タ
ー
病
院
）
の
分
担
金
の
問
題
、

未
整
備
の
町
道
改
修
工
事
、
上

富
良
野
駅
前
再
開
発
事
業
の
具

体
化
等
、
歳
入
歳
出
の
均
衡
を

図
り
な
が
ら
、
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
業
に
対
す
る
優
先

順
位
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

町
長　

平
成　

年
度
ま
で
に
は

２０

わ
が
町
の　

億
円
の
歳
出
構
造

８０

を
、　

億
円
の
歳
入
に
見
合
っ

６０

た
歳
出
構
造
に
す
る
た
め
、
行

財
政
改
革
推
進
町
民
会
議
で
審

議
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
か

ら　

億
円
の
削
減
を
図
っ
て
い

２４
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
十
二

分
に
事
業
精
査
を
し
な
が
ら
、

優
先
順
位
を
見
極
め
、
重
要
性

の
あ
る
も
の
に
の
み
着
手
し
て

い
く
。

　

町
行
財
政
改
革
推
進
町
民
会

　

議
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問　

現
時
点
に
お
け
る
、
行
財

政
改
革
推
進
町
民
会
議
の
進
歩

状
況
及
び
意
見
等
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

町
長　

当
会
議
は
公
募
に
よ
る

委
員　

名
を
含
む　

名
の
委
員

12

25

を
委
嘱
し
設
置
し
た
も
の
で
、

町
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の
策

定
及
び
修
正
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
、
必
要
な
意
見
を
い
た
だ

く
、
町
民
代
表
の
機
関
で
あ
る
。

町
民
会
議
の
会
議
録
や
提
言
書

な
ど
は
、
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
、

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。

　

ベ
ベ
ル
イ
川
の
環
境
整
備
対

　

策
に
つ
い
て

問　

北
海
道
土
木
現
業
所
が
所

管
し
て
い
る
清
流
ベ
ベ
ル
イ
川

は
、
魚
の
住
む
川
と
し
て
釣
り

客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
が
、
最

近
観
光
会
社
の
ツ
ア
ー
誘
致
に

よ
り
、
釣
り
人
を
観
光
バ
ス
等

で
河
川
敷
に
運
び
、
魚
道
の
あ

る
川
を
活
用
し
、
釣
り
を
体
験

さ
せ
て
い
る
。
こ
の
場
所
は
ト

　

国
庫
補
助
負
担
金
に
つ
い
て

問　

国
は
平
成　

年
度
か
ら　

16

18

年
度
ま
で
、
国
庫
補
助
負
担
金

を
、
概
ね
4
兆
円
程
度
廃
止
す

る
よ
う
で
あ
る
が
、
町
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

町
長　

4
兆
円
規
模
で
補
助
金

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
く

ま
で
も
地
方
の
権
限
と
責
任
に

応
じ
た
本
格
的
な
税
源
等
の
移

譲
を
前
提
に
進
め
ら
れ
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

地
方
交
付
税
制
度
に
つ
い
て

問　

地
方
の
自
立
を
図
る
た
め
、

町
財
政
に
お
け
る
地
方
交
付
税

へ
の
依
存
度
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

町
長　

地
方
交
付
税
は
、
一
定

の
行
政
水
準
の
維
持
を
確
保
す

る
こ
と
か
ら
も
、
欠
く
事
の
で

き
な
い
固
有
の
財
源
で
あ
り
、

今
後
も
地
方
財
政
運
営
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
も
の
で
あ
る
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　

税
源
配
分
の
見
通
し
に
つ
い
て

問　

国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止

等
が
さ
れ
る
中
で
、
地
方
が
引

続
き
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
事

業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
る
の
か
。

イ
レ
が
無
く
、
草
む
ら
で
用
を

足
す
と
い
っ
た
状
況
で
、
農
地

を
管
理
す
る
近
隣
の
農
家
は
、

大
変
迷
惑
を
被
っ
て
お
り
、
町

の
対
応
を
伺
い
た
い
。

町
長　

私
も
ベ
ベ
ル
イ
川
は
、

人
々
の
暮
ら
し
に
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
母
な
る
川
と
認
識
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ト
イ
レ
の

設
置
は
容
易
な
も
の
で
な
く
、

土
地
所
有
者
が
自
衛
の
手
段
を

取
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
。

　

河
川
管
理
者
の
北
海
道
と
町

が
連
携
し
、
河
川
の
環
境
保
全

や
周
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
等
、

マ
ナ
ー
の
啓
発
を
目
的
と
し
た

看
板
設
置
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
 

Ａ
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
を
基
本
に
町
づ
く
り
を

Q
、
三
位
一
体
の
改
革
に
つ
い
て

一 般 質 問

三位一体改革に関する記事三位一体改革に関する記事
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村 上 議 員

え
ば
子
育
て
支
援
、
地
域
協
議

会
等
い
か
が
か
。

町
長　

女
性
が
積
極
的
に
町
づ

く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
議
員
と
意
を

共
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
女
性

の
登
用
に
つ
い
て
は　

付
属
機

２７

関
の
う
ち
、
常
設
し
て
い
な
い

6
機
関
を
除
く　

機
関
に
お
い

21

て
委
員
数　

名
中　

名
が
女
性

247

41

で
就
任
登
用
率
は
、　

％
と
な

１６.６

っ
て
い
る
。 

再
質
問　

常
設
し
て
い
な
い
６

機
関
の
委
員
に
女
性
は
登
用
さ

れ
る
の
か
。　

機
関
中　

機
関

27

２１

と
い
う
の
は　

％
に
な
り
、
実

７８

際
は　

％
程
度
の
登
用
で
、
あ

１３

ま
り
進
ん
で
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

常
設
で
な
い
6
機
関
は

総
合
計
画
審
議
会
、
報
酬
審
議

会
等
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

設
置
し
て
い
る
。
あ
て
職
を
除

く　

機
関
で
は　

％
で
あ
る
。

16

２４.３

今
回
行
財
政
改
革
推
進
町
民
会

議
の　

名
の
公
募
中
、
女
性
は

12

1
名
で
委
員
会
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
方
の
奨
励
に
お
力
添
え

い
た
だ
き
た
い
。
女
性
の
公
募

は　

パ
ー
セ
ン
ト
任
命
し
、　

１００

２０

％
以
上
の
登
用
を
図
り
た
い
。

ま
た
新
し
い
審
議
会
づ
く
り
に

つ
い
て
に
は
、
十
分
検
討
し
女

性
の
登
用
に
意
を
注
い
で
い
く
。

　

公
共
施
設
の
管
理
委
託
に
つ
い
て

問　

第
3
セ
ク
タ
ー
に
公
の
施

設
の
管
理
を
委
託
し
て
い
る
が
、

委
託
料
が
高
い
と
か
、
あ
る
職

場
の
退
職
後
の
指
定
席
等
の
噂

が
あ
る
。
各
委
託
管
理
の
成
果

は
あ
が
っ
て
い
る
の
か
。

町
長　

上
富
良
野
振
興
公
社
に

委
託
管
理
を
お
願
い
し
て
お
り
、

経
営
状
況
に
つ
い
て
は
、
6
箇

所
そ
れ
ぞ
れ
良
好
な
維
持
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

再
質
問　

6
月
に
報
告
い
た
だ

い
た
が
、
町
か
ら
の
補
填
、
公

用
車
の
貸
し
付
け
等
あ
り
、
効

率
的
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か

見
え
に
く
い
。
ま
た
、
行
政
で

良
好
運
営
と
判
断
し
て
い
る
こ

と
こ
そ
、
問
題
で
は
な
い
か
。

町
長　

行
政
で
は
管
理
委
託
費

を
支
払
っ
て
い
る
わ
け
で
、
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
適
正
に

対
処
し
て
い
る
。
公
社
が
直
に

や
る
も
の
、
ま
た
公
社
が
再
委

託
す
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
今

後
十
分
配
慮
し
な
が
ら
取
り
進

め
て
ま
い
り
た
い
。

　

補
助
金
交
付
の
算
定
に
つ
い
て

問　

補
助
金
交
付
を
各
所
管
で

行
な
っ
て
い
る
た
め
、
基
準
が

ば
ら
ば
ら
で
公
平
性
に
欠
け
る

面
が
あ
る
。
町
民
活
動
に
関
わ

り
の
深
い
補
助
金
交
付
を
公
正
、

透
明
に
す
る
た
め
統
一
的
な
基

準
を
つ
く
っ
て
は
。

町
長　

補
助
施
策
を
講
ず
る
際

に
は
、
公
益
性
の
度
合
い
を
十

分
考
慮
し
て
助
成
対
象
や
内
容
、

補
助
率
を
定
め
、
役
割
や
効
果

を
期
待
し
な
が
ら
交
付
し
て
い

る
。
公
正
、
透
明
性
に
留
意
し

な
が
ら
推
進
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
平
成　

年　
10

11

月
に
定
め
た
補
助
金
整
理
合
理

化
の
指
針
に
よ
り
取
り
進
め
て

お
り
、
行
財
政
改
革
実
施
計
画

の
改
革
項
目
と
位
置
付
け
、
検

討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　

各
種
委
員
会
へ
の
女
性
登
用
は

問　

町
民
の
半
分
は
女
性
で
あ

り
、
わ
が
町
の
政
策
に
積
極
的

に
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
女
性

の
登
用
、
ク
オ
ー
タ
ー
制
は
進

ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
女
性
が

多
数
を
占
め
る
審
議
会
が
あ
っ

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
例

問　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

っ
て
法
人
と
そ
の
他
の
団
体
で

あ
っ
て
町
が
指
定
す
る
指
定
管

理
者
に
委
託
管
理
、
運
営
を
任

せ
て
は
。

町
長　

今
年
4
月
か
ら
保
育
所

の
委
託
管
理
を
進
め
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
こ
の
制
度
の
導

入
を
検
討
し
、
公
共
施
設
の
管

理
運
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
。

再
質
問　

地
方
公
務
員
の
民
間

企
業
へ
の
出
向
を
可
能
に
す
る

法
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
な
の
で
、

経
営
の
採
算
性
、
効
率
性
を
考

え
、
い
か
が
か
。

町
長　

町
が
職
員
を
配
置
し
て

対
応
す
る
と
な
る
と
、
今
の
委

託
料
で
は
到
底
で
き
得
な
い
。

町
で
余
剰
職
員
が
い
る
と
す
る

な
ら
ば
削
減
し
て
い
く
。
人
件

費
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問　

す
ぐ
や
る
課
の
設
置
を
。

町
長　

設
置
す
る
ま
で
も
無
く
、

各
所
管
で
早
急
な
対
応
を
図
る
。

問　

少
子
化
対
策
に
育
児
配
慮

の
働
き
方
を
支
援
す
る
方
策
を
。

町
長　

次
世
代
推
進
の
行
動
計

画
作
成
で
努
力
し
て
い
く
。

Ａ
、
公
正
･透
明
性
に
留
意
し
な
が
ら

          　
　
　
　
 
改
革
項
目
に
位
置
付
け
し
検
討
し
て
い
く

Q
、
補
助
金
交
付
基
準
の
算
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

統
一
的
な
基
準
を
つ
く
っ
て
は
ど
う
か

一 般 質 問

行財政改革実施計画行財政改革実施計画



�

　

町
長
の
情
報
公
開
・
提
供

問　

町
長
の
町
づ
く
り
に
関
す

る
所
信
及
び
取
り
組
み
を
、
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
利
用

し
て
情
報
発
信
の
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
。

町
長　

3
年
前
ま
で
町
広
報
の

一
区
画
に
私
の
所
感
を
掲
載
し

て
い
た
が
、
あ
る
事
情
に
よ
り

や
め
た
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
町

の
政
策
は
随
時
広
報
に
掲
載
し

て
い
て
、
町
民
に
政
策
の
発
信

を
し
て
い
る
。

再
質
問　

町
広
報
に
手
書
き
で

町
長
の
所
信
を
載
せ
る
コ
ー
ナ

ー
を
作
っ
て
は
い
か
が
か
、
普

段
着
の
言
葉
の
積
み
重
ね
が
住

民
と
の
距
離
を
近
づ
け
る
王
道

と
考
え
る
が
。

町
長　

過
去
に
公
式
の
紙
面
を

私
的
に
利
用
し
て
い
る
、
町
長

自
ら
の
私
的
な
考
え
ま
で
も
利

用
し
て
い
る
と
の
指
摘
を
受
け

た
経
緯
が
あ
り
、
現
在
は
や
め

て
い
る
。
今
後
、
行
政
情
報
の

発
信
・
開
示
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
改
善
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

フ
ラ
整
備
を
行
わ
な
い
の
か
。

町
長　

今
後
は
維
持
管
理
の
中

で
施
設
の
有
効
利
用
を
図
っ
て

行
き
た
い
。
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
今
後
の
更
新
時
に
椅
子
式
の

物
に
交
換
す
る
前
提
だ
が
、
現

財
政
で
は
難
し
い
の
で
、
今
の

施
設
を
長
く
利
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

　

特
産
品
戦
略
及
び
産
業
振
興

問　

上
川
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略

が
支
庁
の
政
策
の
も
と
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
富
良
野

町
の
農
作
物
な
ど
、
特
産
品
を

利
用
し
た
地
域
1
番
の
P
R
政

策
を
行
わ
な
い
の
か
。

町
長　

上
川
管
内
地
域
の
重
点

戦
略
と
し
て
、
地
域
の
特
性
を

い
か
し
た
農
業
、
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
の
観
光
、
創
造
型
産
業

が
生
ま
れ
る
商
工
業
の
3
つ
の

柱
で
上
川
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
戦
略

が
民
間
主
体
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
当
町
に
お
い
て
も
行
政
主

導
で
は
な
く
、
農
業
者
、
商
工

業
者
な
ど
の
民
間
主
導
で
推
進

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
る
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
の
農
作
物

の
販
売
促
進
に
つ
い
て
は
、
農

協
に
お
い
て
指
針
と
販
売
戦
略

　

観
光
資
源
と
し
て
の
整
備
は

　

行
な
わ
な
い
の
か

問　

日
の
出
公
園
南
側
斜
面
の

花
畑
が
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
見
頃

に
な
る
よ
う
土
壌
改
良
を
含
め

た
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
現
在
の
リ
フ
ト

を
夏
も
使
え
る
椅
子
式
に
架
け

替
え
る
考
え
は
な
い
の
か
。

町
長　

公
園
整
備
計
画
に
基
づ

き
現
在
ま
で
に
国
庫
補
助
を
受

け
て
、　

年
間
で　

億
1
千　

21

15

330

万
円
を
か
け
実
施
し
、
平
成　
15

年
度
を
持
っ
て
整
備
計
画
を
終

了
し
た
。
公
園
内
に
は
様
々
な

花
を
植
栽
し
、
来
園
者
に
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
心
が
け

て
い
る
が
、
今
年
は
花
が
咲
き

揃
わ
ず
、
は
げ
山
に
近
い
状
況

で
あ
っ
た
。
今
年
の
状
態
を
教

訓
と
し
て
創
意
工
夫
を
凝
ら
し

て
維
持
管
理
を
充
実
さ
せ
る
。

ま
た
、
施
設
も
老
朽
化
し
て
い

る
の
で
、
椅
子
式
リ
フ
ト
設
置

は
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
く
。

再
質
問　

今
年
か
ら
上
富
良
野

町
を
代
表
す
る
お
祭
り
の
会
場

に
も
な
っ
た
の
で
、
観
光
客
の

み
な
ら
ず
住
民
の
た
め
に
も
リ

フ
ト
架
け
替
え
を
含
め
た
イ
ン

金 子 議 員

を
立
て
て
推
進
さ
れ
て
い
る
。

経
済
活
動
の
主
体
は
あ
く
ま
で

も
生
産
者
や
商
業
者
で
あ
り
、

互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
生
産

意
欲
が
湧
く
よ
う
な
販
売
促
進

策
や
P
R
方
法
な
ど
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

再
質
問　

成
功
さ
せ
る
に
は
民

間
活
力
が
中
心
に
な
る
の
は
当

然
だ
が
、
行
政
の
応
援
も
大
切

な
要
因
と
考
え
る
。
町
を
代
表

す
る
特
産
品
の
P
R
に
は
行
政

の
力
は
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

町
の
農
産
物
も
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
り
上
富
良
野
町
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る
必
要
を
感

じ
る
が
、
現
在
は
そ
の
方
策
が

執
ら
れ
て
い
な
い
と
見
受
け
る
。

今
後
当
町
で
や
る
気
の
あ
る
農

業
者
、
商
工
業
者
を
支
援
す
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

町
長　

農
業
、
商
工
業
に
お
い

て
行
政
主
導
で
物
事
を
進
め
る

時
代
は
終
わ
っ
た
と
認
識
す
る
。

新
た
な
事
業
展
開
の
支
援
に
つ

い
て
は
公
益
性
が
あ
り
、
地
域

の
振
興
策
と
し
て
、
重
要
な
事

業
に
は
出
来
る
限
り
の
支
援
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

一 般 質 問

年々観光客が減少している日の出公園年々観光客が減少している日の出公園

Ａ
、
来
園
者
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
心
が
け
て
い
き
た
い

Q
、
日
の
出
公
園
を
魅
力
あ
る
丘
に
し
な
い
の
か



中 村 議 員
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関
す
る
告
示
」
は
引
き
取
り
告

示
期
間
終
了
後
に
行
な
う
予
定
。

建
設
水
道
課
長　

③
長
期
自
転

車
の
引
き
取
り
告
示
に
つ
い
て
、

告
示
期
間　

日
間
を
誤
っ
て　

１４

６０

日
間
と
し
た
。
告
示
事
項
は
車

体
１
台
ご
と
に
記
載
す
べ
き
を
、

台
帳
に
一
括
記
載
し
た
。
こ
れ

ら
事
務
処
理
を
適
切
に
行
な
わ

な
か
っ
た
こ
と
は
私
の
事
務
監

査
が
不
十
分
で
あ
り
、
誠
に
遺

憾
で
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。

今
後
は
事
務
処
理
の
正
常
化
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

再
質
問　

①
長
期
放
置
自
転
車

の
「
防
犯
登
録
」「
通
学
車
許
可

番
号
」
に
よ
る
調
査
は
、
警
察

で
は
拒
否
、
学
校
で
は
特
定
で

ず
と
の
答
弁
だ
が
、
防
犯
登
録

自
転
車
は
、「
自
転
車
の
安
全

上
の
促
進
及
び
自
転
車
等
の
駐

車
対
策
の
総
合
的
推
進
に
関
す

る
法
律
」（
通
称　

自
転
車
法
）

第
６
条
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

の
照
会
に
対
し
「
都
道
府
県
警

は
速
や
か
に
協
力
す
る
」
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
通
学
用
許
可

番
号
車
に
つ
い
て
も
、
学
校
に

照
会
し
た
ら
所
有
者
が
判
る
と

の
回
答
で
あ
る
。
長
期
放
置
自

転
車
は
所
有
者
に
引
き
取
ら
せ
、

自
己
管
理
さ
せ
る
べ
き
で
、
長

期
放
置
自
転
車
を
１
台
で
も
少

な
く
す
る
積
極
的
な
所
有
者
調

査
の
姿
勢
と
、
法
律
・
条
例
等

の
理
解
と
適
用
が
不
十
分
で
は

な
い
か
。

②
駅
裏
駐
輪
場
の
長
期
放
置
自

転
車　

台
は
、
使
用
不
能
と
し

１４

て
町
費
で
廃
棄
処
分
し
た
と
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
自
転
車
法
で

は
所
有
者
が
判
明
し
、
引
き
取

ら
な
い
長
期
放
置
自
転
車
を
処

分
し
た
と
き
は
、
そ
れ
に
要
し

た
費
用
（
保
管
料
、
移
送
料
、

処
分
費
用
等
）
は
所
有
者
に
請

求
で
き
る
と
あ
る
。
財
政
が
厳

し
い
中
で
の
町
費
処
分
に
つ
い

て
、
見
解
を
伺
う
。 

町
長　

①
自
転
車
の
防
犯
登
録

は
個
人
情
報
で
あ
る
が
、
行
政

が
対
応
す
る
場
合
は
情
報
を
受

け
ら
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
か
ら
指
摘
を
受
け
、
担
当

者
も
再
認
識
し
た
が
、
今
後
も

法
律
・
条
例
・
規
則
に
の
っ
と

っ
た
対
処
を
す
る
よ
う
、
強
く

指
示
し
て
い
く
。

②
議
員
か
ら
も
発
言
あ
っ
た
よ

う
に
、
放
置
自
転
車
を
１
台
で

　

J
R
上
富
良
野
駅
周
辺
の
自

　

転
車
駐
車
場
管
理
に
つ
い
て

問　

駅
駐
輪
場
の
長
期
放
置
自

転
車
の
対
策
に
つ
い
て
、
本
年

６
月
の
定
例
町
議
会
で
町
長
は

「
条
例
・
規
則
に
対
応
し
た
措

置
を
早
急
に
す
る
よ
う
強
く
指

示
し
た
」
と
答
弁
し
た
が
、
そ

の
措
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
長
期
放
置
自
転
車
の
台
数
は
。

②
長
期
放
置
自
転
車
の
所
有
者

　

の
調
査
と
、
そ
の
結
果
は
。

③
長
期
放
置
自
転
車
は
条
例
規

則
に
よ
り
、「
引
き
取
り
告
示
」

と
「
処
分
に
関
す
る
告
示
」
を

行
な
う
が
、
告
示
年
月
日
は
。

町
長　

①
調
査
は
６
月　

日
実

２８

施
。
駅
前
駐
輪
場　

台
、
駅
裏

３１

駐
輪
場　

台
（
そ
の
う
ち　

台

１４

14

は
使
用
不
能
と
し
て
廃
棄
。）

②
防
犯
登
録
自
転
車
は
、
警
察

に
照
会
し
た
が
「
個
人
情
報
の

た
め
公
表
で
き
な
い
」
と
回
答

さ
れ
、
通
学
用
許
可
番
号
貼
付

の
自
転
車
は
、
教
育
委
員
会
を

通
じ
各
学
校
に
調
査
依
頼
を
し

た
が
、
所
有
者
の
特
定
は
で
き

な
か
っ
た
。

③
「
引
き
取
り
告
示
」
は
、
平

成　

年
８
月　

日
。「
処
分
に

１６

２０

も
少
な
く
、
ま
た
、
な
く
す
た

め
に
、
放
置
自
転
車
の
所
有
者

の
確
認
の
徹
底
と
所
有
者
に
引

き
取
ら
せ
る
、
引
き
取
ら
な
い

所
有
者
に
は
処
分
費
用
の
請
求

を
行
な
う
。
厳
し
い
財
政
の
財

源
か
ら
処
分
費
用
を
使
う
こ
と

の
無
い
よ
う
十
分
な
対
処
を
す

る
よ
う
、
今
一
度
担
当
所
管
に

指
示
し
て
い
く
。

　

富
良
野
協
会
病
院
の
改
築
に
つ
い
て

問　

総
工
費
の　

％
を
、
沿
線

２０

５
市
町
村
で
負
担
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
。

町
長　

高
田
富
良
野
市
長
よ
り
、

建
築
資
金
の　

％
、
そ
の
う
ち

２０

　

％
は
富
良
野
市
が
持
つ
と
の

８０説
明
は
受
け
た
が
、
議
決
は
一

切
さ
れ
て
い
な
い
。

問　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し

て
、
沿
線
４
町
村
の
要
望
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

協
会
病
院
は
富
良
野
市

の
第
１
次
医
療
病
院
な
の
で
、

基
本
は
富
良
野
市
が
対
応
す
べ

き
で
、
第
２
次
医
療
圏
の
セ
ン

タ
ー
病
院
と
し
て
、
周
辺
町
村

と
の
病
病
連
携
、
病
診
連
携
を

ど
う
果
た
す
か
、
関
心
を
持
ち

意
見
を
申
し
上
げ
る
。

Ａ
、
条
例
・
規
則
に
の
っ
と
っ
た
対
処
の
仕
方
に

　
　
　
　
　
　
 
不
備
が
あ
り
、
善
処
法
を
指
示
す
る

Q
、
長
期
放
置
自
転
車
の
所
有
者
調
査
は

　
　
　
　
　

道
警
・
学
校
に
照
会
す
れ
ば
判
明
す
る
が

一 般 質 問

駅跨線橋下に保管された長期放置自転車駅跨線橋下に保管された長期放置自転車
（14台は町員によって、平成16年７月13日処分された）（14台は町員によって、平成16年７月13日処分された）
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教
育
長　

国
旗
･
国
歌
は
国
家

の
象
徴
と
し
て
極
め
て
重
要
な

こ
と
。
今
後
も
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
が
徹
底
さ
れ
る
よ
う
、

校
長
会
を
通
じ
指
導
し
て
い
く
。

問　

君
が
代
を
歌
う
、
歌
わ
な

い
は
小
学
校
入
学
と
同
時
に
始

ま
る
。
入
学
式
で
先
生
は
歌
わ

ず
、
一
方
、
来
賓
、
校
長
は
歌

う
、
君
が
代
斉
唱
の
間
、
生
徒

は
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
ニ
ヤ
ニ
ヤ
、

真
に
不
甲
斐
な
い
日
本
人
が
生

ま
れ
る
。
先
日
の
報
道
で
小
中

高
の
い
じ
め
が
増
え
て
き
た
と

あ
っ
た
。
世
界
で
類
例
の
な
い

国
歌
を
歌
わ
な
い
小
中
高
生
の

い
る
日
本
。
ま
た
学
年
の
進
み

と
と
も
に
、
い
じ
め
が
増
え
る

日
本
。
あ
い
つ
は
歌
っ
た
、
歌

わ
な
い
か
ら
い
じ
め
が
始
る
が
、

ど
う
お
考
か
伺
い
た
い
。

教
育
長　

国
歌
に
つ
い
て
は
、

音
楽
の
時
間
に
何
時
間
教
え
な

さ
い
と
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る

が
、
履
行
さ
れ
て
い
な
い
問
題

が
あ
る
が
、
私
は
日
本
人
で
す

か
ら
、
そ
の
誇
り
を
持
つ
よ
う
、

お
互
い
に
共
通
認
識
を
持
ち
、

更
な
る
努
力
を
し
て
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

の
事
業
展
開
は
十
分
考
え
ら
れ

る
。

問　

上
富
良
野
の
大
観
音
様
前
、

仮
称
見
晴
台
公
園
に
開
発
局
は

大
駐
車
場
を
計
画
し
て
お
り
、

道
の
駅
の
要
件
は
満
た
さ
れ
て

い
る
。
あ
と
は
ど
れ
だ
け
の
体

裁
を
整
え
、
通
年
の
管
理
運
営

を
任
せ
る
か
で
あ
る
が
、
我
々

議
員
研
修
で
行
っ
た
道
の
駅
は

全
て
J
A
が
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
こ
も「
J
A
ふ
ら
の
」に
全
て

お
任
せ
し
て
は
い
か
が
か
。

町
長　

見
晴
台
に
つ
い
て
は
、

開
発
局
も
計
画
を
進
め
て
い
る

が
、
駐
車
場
以
外
は
町
が
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
運
営

に
つ
い
て
は
行
政
が
対
応
す
る

こ
と
に
な
ら
な
い
、
今
後
の
課

題
と
し
て
い
き
た
い
。

　

君
が
代
斉
唱
に
つ
い
て

問　

サ
ッ
カ
ー
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

で
は
国
歌
、
君
が
代
の
間
、
中

国
応
援
団
が
ブ
ー
イ
ン
グ
を
し
、

一
方
日
本
選
手
団
は
君
が
代
を

歌
っ
て
い
な
か
っ
た
。
日
本
の

小
中
高
生
の
ほ
と
ん
ど
が
君
が

代
を
歌
わ
な
い
。
だ
か
ら
国
歌

を
知
ら
な
い
、
こ
の
状
態
に
つ

い
て
ど
う
お
考
え
か
。

く
る
。
国
か
ら
道
へ
の
地
方
分

権
、
道
か
ら
基
礎
自
治
体
へ
の

権
限
委
譲
と
い
う
と
問
題
は
な

い
が
、
問
題
は
基
礎
自
治
体
で

あ
る
。
合
併
が
進
ま
ず
小
規
模

自
治
体
ば
か
り
で
は
、
道
は
権

限
委
譲
で
き
な
い
。
だ
か
ら
道

庁
が
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

金
食
い
虫
の
小
規
模
自
治
体
と

道
庁
の
肥
大
化
と
な
り
、
ま
す

ま
す
道
民
の
負
担
は
増
え
て
い

く
。
そ
こ
で
、
国
の
財
政
再
建
、

地
方
の
構
造
改
革
、
道
庁
の
ス

リ
ム
化
、
富
良
野
圏
域
の
た
め

市
町
村
合
併
は
ど
う
あ
ら
ね
ば

な
ら
な
い
か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

私
は
市
町
村
合
併
は
対

等
合
併
で
対
応
し
て
い
く
。
自

ら
札
を
背
負
っ
て
各
自
治
体
回

り
は
し
な
い
。
時
が
流
れ
て
昔

の
富
良
野
に
戻
る
の
も
そ
れ
は

住
民
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。

私
が
合
併
を
し
て
下
さ
い
と
頭

を
下
げ
て
歩
く
考
え
は
無
い
。

　

道
の
駅
指
定
に
つ
い
て

問　

富
良
野
市
、
東
川
町
が
指

定
獲
得
に
努
力
し
て
い
る
が
、

町
の
現
状
は
い
か
が
か
。

町
長　

町
の
区
画
内　

キ
ロ
メ

１３

ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
国
道
沿
道
で

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て

問　

7
月
総
務
省
か
ら
出
た
合

併
説
明
資
料
「
合
併
三
法
の
あ

ら
ま
し
」
を
広
報
に
掲
載
し
て

は
ど
う
か
。

町
長　

内
容
が
4
月
の
広
報
に

載
せ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ

り
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
。

問　

4
月
の
広
報
で
は
、
人
口

3
万
人
以
上
で
市
と
な
る
特
例

は
廃
止
と
あ
る
が
、
7
月
の
合

併
三
法
の
あ
ら
ま
し
で
は
存
置

と
あ
り
、
大
き
く
異
な
る
が
。

町
長　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

問　

合
併
に
関
係
な
く
、
住
民

自
治
に
つ
い
て
最
も
重
要
な
町

づ
く
り
条
例
制
定
の
考
え
は
無

い
の
か
。

町
長　

行
財
政
改
革
実
施
計
画

で
実
施
項
目
の
一
つ
と
し
て
制

定
し
た
い
。

問　

平
成　

年
の
合
併
ア
ン
ケ

14

ー
ト
で
は
合
併
賛
成　

％
、
反

２４

対
９
％
、
わ
か
ら
な
い　

％
と

58

あ
る
が
、
合
併
の
民
意
把
握
は
、

い
つ
す
る
の
か
。

町
長　

町
づ
く
り
条
例
制
定
の

取
り
組
み
の
中
で
、
住
民
投
票

の
制
度
化
も
検
討
し
て
い
く
。

問　

合
併
の
次
に
は
道
州
制
が

梨 澤 議 員

Ａ
、
時
期
が
く
れ
ば
住
民
投
票
で

Q
、
合
併
の
民
意
把
握
は
い
つ
か

一 般 質 問

市町村の合併に関する市町村の合併に関する合併三法のあらまし合併三法のあらまし
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ス
の
３
番
ホ
ー
ル
東
側
に
ト
イ

レ
の
必
要
性
の
要
望
が
多
く
あ

り
設
置
は
必
要
で
あ
る
。
ラ
ベ

ン
ダ
ー
コ
ー
ス
７
番
ホ
ー
ル
の

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ー
上
の
砂
場
は
非

常
に
不
評
で
あ
り
改
善
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
か
ら

　

ホ
ー
ル
に
と
の
要
望
が
非
常

３６に
多
い
が
、
そ
の
考
え
は
無
い

の
か
。

教
育
長　

利
用
者
の
大
半
が
高

齢
者
で
あ
り
ト
イ
レ
設
置
は
望

ま
し
い
が
、
財
政
事
情
も
あ
り
、

当
面
、
困
難
で
あ
る
。
ラ
ベ
ン

ダ
ー
コ
ー
ス
７
番
は
整
備
を
図

り
、
コ
ー
ス
増
設
は
財
政
事
情

か
ら
早
急
の
整
備
計
画
は
極
め

て
難
し
く
、
今
後
の
検
討
課
題

と
し
て
い
く
。

再
質
問　

応
急
処
置
と
し
て
簡

易
ト
イ
レ
設
置
の
考
え
は
、
コ

ー
ス
整
備
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に

改
善
、
コ
ー
ス
増
設
は
今
後
の

見
通
し
の
中
で
考
え
る
と
い
う

事
で
判
断
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

教
育
長　

簡
易
ト
イ
レ
は
ウ
ジ
、

蚊
の
発
生
、
悪
臭
の
問
題
も
有

り
、
良
い
環
境
を
つ
く
る
上
で

検
討
が
必
要
で
あ
る
。
７
番
コ

ー
ス
は
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
に
盛
り

土
改
善
、
正
式
な
公
認　

ホ
ー

３６

ル
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
持
つ
事

に
よ
る
町
の
波
及
効
果
、
地
域

の
経
済
の
活
性
化
に
及
ぼ
す
影

響
が
強
く
、
町
づ
く
り
の
活
性

化
の
観
点
か
ら
行
政
投
資
す
る

事
に
よ
る
効
果
等
は
施
策
の
問

題
で
あ
り
、
充
分
検
討
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　

北　

号
の
旧
国
道
か
ら
東

２７

１
線
吹
上
線
に
至
る
路
線
は
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
お
よ
び
重
要
観

光
路
線
で
あ
り
、
住
宅
密
集
地

へ
の
出
入
り
路
線
と
相
ま
っ
て

最
も
交
通
量
の
激
し
い
路
線
で

あ
り
、
交
差
点
改
良
、
歩
道
、

信
号
機
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

自
衛
隊
東
門
前
お
よ
び
国
道　
２３７

号
線
西　

線
は
、
歩
行
者
保
護

１１

の
上
か
ら
信
号
機
設
置
等
々
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

町
長　

北　

号
の
旧
国
道
か
ら

２７

東
１
線
道
々
吹
上
線
に
接
続
さ

れ
る
区
間
は
、
最
近
特
に
重
要

な
路
線
と
な
り
交
通
量
も
増
加

し
て
い
る
。
特
に
、
西
１
線
北

　

号
の
踏
切
を
含
む
交
差
点
が

２７狭
隘
で
あ
る
が
、
踏
切
改
良
基

準
に
必
要
な
用
地
は
農
地
で
あ

　

少
年
団
育
成
に
つ
い
て

問　

日
本
の
将
来
を
担
う
青
少

年
育
成
の
根
幹
を
な
す
、
少
年

団
活
動
の
意
義
を
理
解
頂
き
補

助
金
の
増
額
を
含
め
、
今
後
の

少
年
団
育
成
に
対
し
て
の
対
応

を
伺
い
た
い
。　

教
育
長　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

存
在
意
義
や
無
限
の
可
能
性
の

大
切
さ
は
十
分
理
解
し
て
お
り
、

今
後
一
層
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
意

を
注
ぐ
よ
う
努
力
す
る
。

再
質
問　

少
年
団
活
動
は
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
体
力
と

精
神
力
を
培
い
、
将
来
い
か
な

る
困
難
も
乗
り
越
え
て
い
け
る

人
材
育
成
に
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
強
い
て
は
町
の
将
来
、

日
本
の
将
来
も
彼
ら
の
双
肩
に

あ
る
。
こ
の
様
な
重
大
か
つ
重

要
な
事
業
に
現
在
の
施
策
が
妥

当
か
判
断
頂
き
た
い
。

教
育
長　

行
政
は
最
大
限
の
努

力
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
町
長

の
施
策
と
し
て
位
置
付
け
し
、

実
行
さ
せ
る
か
に
心
を
燃
や
し

た
い
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
整
備
は

問　

利
用
者
か
ら
十
勝
岳
コ
ー

り
、
営
農
意
欲
を
持
つ
地
権
者

か
ら
強
い
反
対
の
意
思
表
示
が

あ
り
翻
意
を
促
す
こ
と
は
極
め

て
難
し
く
、
今
後
あ
る
程
度
の

時
期
を
お
い
た
中
で
再
度
お
願

い
を
し
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
努
め
た
い
。
当
面
の
対
策
と

し
て
路
面
表
示
や
注
意
看
板
な

ど
を
設
置
し
安
全
対
策
を
図
っ

て
い
く
。
自
衛
隊
東
門
前
交
差

点
信
号
機
設
置
は
住
民
会
等
か

ら
強
い
要
望
が
あ
り
、
国
道　
２３７

号
線
西　

線
の
信
号
機
設
置

１１

等
々
は
、
一
日
で
も
早
い
実
現

に
向
け
て
引
き
続
き
強
く
要
望

し
て
い
く
。

再
質
問　

人
命
に
関
わ
る
課
題

で
あ
り
、
最
善
を
尽
く
し
た
具

体
的
対
策
の
説
明
を
求
め
る
。

町
長　

路
線
改
良
及
び
信
号
機

等
々
の
設
置
を
公
安
委
員
会
に

対
し
、
引
き
続
き
強
く
要
望
運

動
を
展
開
し
、
路
面
表
示
や
注

意
看
板
等
で
喚
起
を
促
し
交
通

安
全
対
策
を
図
り
た
い
。

一 般 質 問

活発に活動しているサッカースポーツ少年団活発に活動しているサッカースポーツ少年団

Q
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
と
補
助
金
の
増
額
を

Ａ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
意
を
注
ぐ
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て
は
ど
う
か
。

町
長　

農
業
者
に
対
す
る
所
得

補
償
に
関
す
る
も
の
か
と
思
い

ま
す
が
、
国
に
お
い
て
は
農
業

基
本
計
画
の
見
直
し
が
行
な
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
が
見
え
て
く
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
一
市
町
村
で
有
効
な

農
業
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
は

難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

農
業
推
進
条
例
の
制
定
は
考
え

て
い
な
い
。

再
質
問　

減
農
薬
の
米
や
畑
作

物
の
栽
培
は
高
く
評
価
さ
れ
て

お
り
、
行
政
も
推
進
す
べ
き
で

は
。

町
長　

上
富
良
野
農
業
の
あ
る

べ
き
方
向
を
、
第
５
次
農
業
振

興
計
画
を
策
定
し
た
の
で
、
推

進
に
万
全
を
期
し
な
が
ら
、
農

業
行
政
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

再
々
質
問　

環
境
を
前
に
出
す

農
業
づ
く
り
と
助
成
策
が
必
要

で
は
。

町
長　

奨
励
作
物
の
対
応
も
あ

る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て

対
処
し
て
い
き
た
い
。

　

商
店
街
の
街
灯
及
び
歩
道
の

　

整
備
を
早
急
に

問　

商
店
街
の
街
灯
及
び
歩
道

の
未
整
備
地
区
の
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
。

町
長　

い
し
ず
え
通
り
及
び
栄

町
商
店
街
、
通
学
通
り
の
商
店

街
に
つ
い
て
も
、
街
路
灯
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
後
整
備
が
必
要
と
考
え
る
の

で
、
計
画
の
中
に
位
置
付
け
て

い
き
た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実
の
た
め

　

に
も
窓
口
の
統
一
を

問　

保
健
福
祉
課
、
社
会
教
育

班
で
行
な
っ
て
い
る
、
子
育
て

支
援
窓
口
の
一
本
化
で
効
率
的

な
運
営
を
し
て
は
。

町
長　

社
会
教
育
班
が
担
当
し

て
い
る
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
事
業
の
よ
う
に
、
補
助
制
度

を
活
用
し
て
い
る
事
業
も
あ
り
、

窓
口
の
一
本
化
に
馴
染
ま
な
い

部
分
も
あ
る
が
、
子
育
て
支
援

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　

農
業
環
境
推
進
条
例
の
設
置
を

問　

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、

農
業
環
境
推
進
条
例
を
設
置
し

業
務
の
内
容
、
作
業
の
量
に
よ

る
格
差
を
考
慮
し
て
い
な
い
た

め
、
他
市
町
村
の
同
職
種
と
比

較
し
て
低
い
水
準
に
あ
る
。
人

材
確
保
に
大
変
苦
慮
し
て
お
り
、

改
善
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
授
産
施

　

設
の
開
設
を
早
急
に

問　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
授
産

施
設
の
開
設
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

町
長　

町
単
独
で
の
設
置
は
困

難
で
あ
り
、
富
良
野
地
域
及
び
、

そ
の
他
管
内
の
施
設
と
の
連
携

を
強
く
求
め
た
い
。
な
お
、
老

人
身
障
者
セ
ン
タ
ー
内
に
小
規

模
作
業
所
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。

　

延
長
保
育
・
一
時
保
育
・
放

　

課
後
児
童
対
策
の
完
全
実
施

　

を
早
急
に

問　

子
育
て
支
援
の
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
一
番

要
望
の
多
い
内
容
は
。

町
長　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
等
の
内
容
で
要

望
の
高
い
項
目
に
つ
い
て
、
早

急
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
助

　

成
策
の
実
施
を
早
急
に

問　

地
域
振
興
策
と
し
て
も
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
助
成

を
実
施
し
て
は
。

町
長　

他
の
市
町
村
で
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
の

状
況
を
十
分
に
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
課
題
と
し
て
、

以
前
に
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
経
過
に
あ
る
が
、
町
の
財

政
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
現

段
階
に
お
い
て
実
施
す
る
考
え

は
な
い
。

再
質
問　

商
業
振
興
補
助
金
の

財
源
を
や
り
く
り
さ
せ
る
方
法

も
あ
る
の
で
は
。

町
長　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
と
商

業
振
興
条
例
の
評
価
で
す
が
、

事
業
効
果
は
出
て
く
る
も
の
と

考
え
る
が
、
新
規
事
業
等
の
精

査
と
い
う
中
に
あ
り
、
今
早
急

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
は
難
し

い
と
考
え
る
。

　

看
護
補
助
職
員
の
処
遇
の
改

　

善
を
早
急
に

問　

良
質
な
介
護
を
行
な
う
た

め
に
も
、
介
護
補
助
職
員
の
処

遇
の
改
善
を
す
べ
き
で
は
。

町
長　

本
町
の
賃
金
体
系
は
、

Ａ
、
事
業
効
果
は
出
る
と
認
識
し
て
い
る
が

　
　
　
　
　
　
　
 
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
い

Q
、
地
域
振
興
策
の
た
め
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
の
助
成
を
早
急
に

一 般 質 問

住宅リフォームに助成を住宅リフォームに助成を
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米 谷 議 員

含
め
た
圃
場
改
善
資
金
。
こ
の

２
本
を
柱
と
し
た
制
度
資
金
創

設
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

現
在
、
町
と
農
協
で
行

う
農
業
振
興
資
金
に
つ
い
て
は
、

国
・
道
の
助
成
制
度
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
必

要
な
資
金
を
融
資
す
る
も
の
で
、

融
資
額
は　

万
円
、
融
資
期
間

５００

も
、
対
象
事
業
に
よ
る
が
５
年

か
ら　

年
と
な
っ
て
お
り
、
通

１０

産
貸
付
残
高
も　

万
円
を
限
度

５００

と
し
て
い
る
。
対
象
事
業
も
施

設
整
備
、
小
規
模
土
地
改
良
事

業
な
ど
、
農
業
振
興
上
考
え
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
概
ね
網

羅
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

道
に
お
い
て
も
、
家
畜
購
入
育

成
資
金
、
小
規
模
土
地
改
良
資

金
等
の
融
資
制
度
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
で
、
積
極
的
な
活
用

を
お
願
い
し
た
い
。
町
の
農
業

振
興
資
金
の
ほ
か
に
制
度
を
設

け
る
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

再
質
問　

農
業
を
町
の
基
幹
産

業
と
位
置
付
け
、
将
来
に
お
い

て
持
続
的
発
展
を
望
む
な
ら
ば
、

使
う
側
に
立
っ
た
資
金
の
充
実

を
。

町
長　

限
度
額
に
つ
い
て
は　
５００

万
円
で
本
当
に
い
い
の
か
、
今

後
の
課
題
と
し
て
対
処
す
る
。

　

認
定
農
業
者
に
つ
い
て

問　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
き
、
将
来
の
農
業
の

担
い
手
と
し
て
、
市
町
村
が
認

め
た
農
業
者
（
農
地
法
で
規
定

さ
れ
た
農
業
生
産
法
人
を
含

む
）
で
、
今
後
は
認
定
農
業
者

を
中
心
に
、
国
･
道
の
施
策
や

様
々
な
支
援
が
行
な
わ
れ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が

町
で
は
非
常
に
認
定
率
が
低
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
次

の
３
点
に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

①
町
で
は
認
定
農
業
者
を
ど
の

　

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

②
支
援
、
特
典
は
。

③
今
後
の
方
向
、
方
策
は
。

町
長　

①
町
に
お
い
て
は
今
年

の
３
月
段
階
の　

件
に
対
し
て
、

１２９

８
月
末
で
は　

件
に
増
え
、
全

２１９

体
戸
数
に
対
す
る
認
定
率
は　
４７.５

％
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
国
に

お
い
て
、
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
計
画
の
見
直
し
が
行
な
わ

れ
、
所
得
の
変
動
を
緩
和
す
る

対
策
な
ど
、
認
定
農
業
者
を
基

本
と
し
て
集
中
的
、
重
点
的
に

各
種
の
施
策
が
展
開
さ
れ
る
も

　

上
富
良
野
町
農
業
関
係
制
度

　

資
金
に
つ
い
て　

問　

農
業
振
興
資
金
の
融
資
事

業
に
含
ま
れ
る
基
盤
整
備
資
金

を
切
り
離
し
て
、
新
た
な
資
金

と
し
て
生
産
性
向
上
対
策
資
金

を
創
設
す
る
考
え
は
無
い
か
。

　

農
業
振
興
資
金
は
公
的
な
面

を
持
ち
合
わ
せ
て
、
小
口
か
ら

融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

等
非
常
に
手
ご
ろ
な
資
金
と
し

て
、
ま
た
５
年
か
ら　

年
の
償

１０

還
期
限
と
、
短
、
中
期
的
な
意

味
合
い
を
持
ち
、
非
常
に
経
営

設
計
し
や
す
く
条
件
面
で
も
無

理
な
く
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
他
の
事
業
で
貸
付
を
受

け
て
い
る
場
合
に
は
既
存
の
貸

付
額
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り
、

十
分
需
要
を
満
た
せ
な
く
な
る

場
合
が
出
て
く
る
。
今
後
、
食

の
安
全
、
安
心
と
い
う
面
か
ら

ま
た
、
安
定
的
な
地
力
保
持
の

面
か
ら
、
有
・
無
機
的
な
土
改

剤
、
堆
肥
購
入
等
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し

た
上
で
の
地
力
増
進
対
策
資
金
。

暗
渠
、
客
土
、
除
れ
き
、
整
地

等
、
ま
た
大
型
機
械
等
の
出
入

り
に
対
応
で
き
る
農
道
整
備
を

Ａ
、現
制
度
の
積
極
的
活
用
を

　
　
 
限
度
額
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る

Q
、
農
業
関
係
の
新
た
な
制
度
資
金
の
創
設
を

の
と
考
え
て
い
る
。
一
人
で
も

多
く
の
農
業
者
が
認
定
申
請
で

き
る
よ
う
P
R
に
努
め
て
い
く
。

②
支
援
等
に
つ
い
て
は
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
資
金
の
借
り
入

れ
に
対
す
る
、
国
･
道
・
市
町

村
の
利
子
補
給
等
の
金
融
支
援
、

農
業
機
械
、
施
設
、
大
家
畜
な

ど
減
価
償
却
に
対
す
る
割
り
増

し
償
却
制
度
な
ど
の
税
制
支
援
、

農
業
機
械
や
施
設
を
リ
ー
ス
し

て
借
り
受
け
る
場
合
の
リ
ー
ス

料
の
一
部
を
国
庫
助
成
、
農
業

者
年
金
保
険
料
の
掛
け
金
助
成

等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

③
今
後
は
、
各
種
施
策
の
多
く

は
認
定
農
業
者
を
対
象
に
講
じ

ら
れ
る
と
考
え
る
の
で
、
安
定
、

持
続
的
な
農
業
経
営
が
で
き
る

よ
う
に
ご
協
力
願
い
た
い
。

再
質
問　

認
定
農
業
者
に
な
る

た
め
に
制
限
、
制
約
は
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長　

現
段
階
で
、

年
齢
等
、
特
に
制
限
す
る
も
の

は
な
い
。

一 般 質 問

安定経営に欠かせない土地改良安定経営に欠かせない土地改良
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これはどうなっているの？

　
「
町
政
の
こ
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
？
」
シ
リ
ー
ズ
№
５
と
し
て
、
町
民

の
健
康
保
持
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ

る
「
町
立
病
院
」
を
と
り
あ
げ
て
み
ま

し
た
。

　

町
立
病
院
の
開
設
目
的
は
、
病
院
事

業
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
番
初
め

に
「
町
民
の
健
康
保
持
に
必
要
な
医
療

を
提
供
す
る
た
め
病
院
事
業
を
設
置
す

る
。」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
規
則
の
中
で
、
そ
の
目
的
を

達
成
す
る
た
め
次
の
事
項
を
行
い
、
地

域
社
会
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
定
め
て
い
ま
す
。

①　

町
内
に
お
け
る
医
療
機
関
の
中
核

これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

町
政
の

�����
�����
�����
�����
�����
�����

No.5No.5
これはこれは
どうなってどうなって
いるの？いるの？

町立病院町立病院？ !

診
は
全
体
の
四
分
の
一
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

救
急
医
療　

　

町
立
病
院
は
、
昭
和　

年
4
月
に
救

55

急
告
示
病
院
と
し
て
認
定
さ
れ
て
以
来

　

時
間　

日
急
病
患
者
に
備
え
、
医
師

24

365

や
看
護
士
の
宿
当
直
、
放
射
線
技
師
や

臨
床
検
査
技
師
の
待
機
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
実
績
は
、
受
診
者
２

15

千　

人
で
、
１
日
平
均
７
人
と
な
っ
て

551
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
者

は　

件
で
、
う
ち　

件
が
診
察
後
、
他

305

41

の
病
院
に
転
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
の
確
保
に
要
す
る
経
費
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

経
費
と
し
て
約
８
千　

万
円
か
か
り

700

患
者
医
療
収
入
が
約
１
千　

万
円
、
差

160

し
引
き
不
足
額
が
７
千　

万
円
で
、
そ

540

の
内
、
国
の
特
別
交
付
税
２
千　

万
円

450

が
繰
り
入
れ
ら
れ
て
も
、
約
５
千　

万
90

円
持
ち
出
し
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
診
療　

　

町
立
病
院
で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら

昼
間
診
療
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

方
の
た
め
に
、
毎
週
木
曜
日
に
夜
間
診

療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度

15

で
は
、
１
回
平
均　

人
の
方
が
受
診
さ

34

れ
、
年
間
１
千　

人
の
受
診
で
、
診
療

735

収
入
は　

万
円
（　

年
度
は　

万
円
）

721

１４

802

と
な
っ
て
い
ま
す
。

15年度  患者の受診動向(件) 
外　来入　院医療機関別

24.7％28.9％町 立 病 院

29.0％6.8％町立病院以外の
町内医療機関　

53.7％35.7％町　内　計

24.3％27.0％富 良 野 地 区

22.0％31.4％旭 川 地 区

0.0％5.9％そ の 他

100.0％100.0％合　　　計

　

患
者
数
の
推
移　

　

次
頁
の
表
２
か
ら
、
１
日
平
均
外
来

患
者
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

交
通
手
段
の
発
達
な
ど
に
よ
り
、
ピ

ー
ク
時
の
平
成
８
年
度
に
は
患
者
は
９

万
８
千　

人
で
あ
っ
た
が
、
平
成　

年

459

15

度
の
患
者
は
、
診
療
報
酬
改
定
（
社
会

保
険
本
人
の
自
己
負
担
増
）
な
ど
の
影

響
も
あ
り
６
万
４
千　

人
と
、
依
然
と

410

し
て
患
者
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

患
者
の
受
診
動
向　

　

平
成　

年
度
の
国
保
会
計
、
老
人
保

15

健
会
計
の
受
診
件
数
を
も
と
に
患
者
が

ど
こ
で
受
診
し
て
い
る
か
見
て
み
る
と

入
院
で
は
、
施
設
が
少
な
い
た
め
町
内

が
約
三
分
の
一
で
、
そ
の
う
ち　

％
が

80

町
立
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。
外
来
で

は
、
半
数
以
上
が
町
内
の
医
療
機
関
で

受
診
し
て
い
ま
す
が
、
町
立
病
院
の
受

と
し
て
、
町
民
が
適
正
な
医
療
を
等
し

く
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
図
る
こ
と
。

②　

営
利
を
目
的
と
す
る
こ
と
な
く
、

適
正
な
経
営
の
も
と
に
高
度
の
医
療
を

行
う
こ
と
。

③　

町
内
に
お
け
る
保
健
施
設
と
し
て

公
衆
衛
生
活
動
を
併
せ
行
い
、
か
つ
予

防
医
学
の
普
及
に
寄
与
す
る
こ
と
。

　

そ
れ
で
は
、
町
立
病
院
が
目
的
な
ど

に
沿
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
か
見
て
み

る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

病
院
の
沿
革　

　

上
富
良
野
町
立
病
院
は
、
昭
和　

年
33

９
月
に
国
民
健
康
保
険
病
院
と
し
て
開

設
以
来
、
町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
に

日
夜
そ
の
使
命
を
果
た
し
、
昭
和　

年
41

4
月
町
立
病
院
に
改
称
、
昭
和　

年　
54

12

月
、
現
在
地
に　

床
を
も
っ
た
病
院
と

80

し
て
移
転
改
築
し
、
今
日
を
迎
え
て
い

ま
す
。

　

診
療
体
制　

　

平
成　

年
度
に
不
採
算
部
門
の
産
婦

12

人
科
を
廃
止
し
て
、
現
在
内
科
、
外
科

の
２
科
体
制
で
常
勤
医
師
４
名
（
内
科

医
師
３
名
、
外
科
医
師
１
名
）
と
旭
川

医
科
大
学
か
ら
の
出
張
医
師
２
名
、
当

直
医
師
４
名
で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
立
病
院
の
現
況



�

これはどうなっているの？

　

療
養
型
病
床
群　
 

　

平
成　

年
度
に
は
、
一
般
病
床　

床

11

８０

の
う
ち　

床
を
療
養
型
病
床
群
に
設
置

36

し
、
さ
ら
に
介
護
保
険
の
ス
タ
ー
ト
と

と
も
に
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

指
定
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
施

設
改
修
を
行
っ
て
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

１
人
あ
た
り
約
９
千
円
程
度
の
負
担
に

な
っ
て
い
ま
す
。（
企
業
債
償
還
金
元

金
、
利
子
分
含
む
）

○　

病
院
経
営
の
根
幹
で
あ
る
診
療
等

に
て
得
ら
れ
る
医
業
収
入
に
対
す
る
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
割
合
は
、

平
成　

年
度
決
算
で
は　

％
で
す
。

15

27.4

　

上
川
管
内
6
町
立
病
院
の
平
成
1
4

年
度
決
算
で
は
、
最
低
は　

％
で
、
最

19.8

高
は　

％
で
す
。
各
町
立
病
院
と
も
経

37.0

営
は
苦
し
く
て
も
、
地
域
住
民
に
必
要

な
医
療
病
院
と
し
て
、
繰
入
金
・
出
資

金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

 　

上
川
管
内
に
は
、
町
営
の
病
院
が

上
富
良
野
町
、
中
富
良
野
町
、
美
瑛
町
、

上
川
町
、
和
寒
町
、
下
川
町
に
６
箇
所

あ
り
ま
す
。
規
模
が
類
似
し
て
い
る
美

瑛
町
立
病
院
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

下
記
表
２
に
主
な
係
数
を
抜
粋
し
た
の

で
、
比
較
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
表
２
か
ら
は

○　

病
床
（
ベ
ッ
ド
）
数
か
ら
病
院
の

規
模
と
稼
動
の
状
態
が
わ
か
り
、
平
成

　

年
度
１
日
当
た
り
の
当
町
立
病
院
の

15患
者
数
は
「
入
院　

人
」、「
外
来　

人
」

59

169

で
す
。

○　

経
営
の
状
況
か
ら
、
病
院
事
業
収

益
・
病
院
事
業
費
用
お
よ
び
損
益
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○　

純
利
益
の
欄
で
は
△
が
な
け
れ
ば

黒
字
決
算
、
△
が
付
い
て
い
れ
ば
赤
字

決
算
で
、
当
町
立
病
院
の
平
成　

年
度

15

決
算
は
３
千　

万
円
の
黒
字
決
算
で
す
。

700

○　

当
年
度
末
未
処
分
利
益
剰
余
金
の

欄
は
、
過
去
の
損
益
の
積
み
重
ね
で
、

当
町
立
病
院
の
平
成　

年
度
決
算
時
で

15

の
累
積
欠
損
金
は
、
６
億
３
千　

万
円

600

余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、
平
成　

年
15

度
決
算
で
は
、
約
２
億
３
千　

万
円
で

900

す
が
、
そ
の
う
ち
地
方
交
付
税
が
１
億

２
千　

万
円
で
、
実
質
一
般
財
源
か
ら

100

約
１
億
１
千　

万
円
の
繰
り
入
れ
で
運

800

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
質
の
繰
入
金
は
、
平
成　

年
度
町
民

15

 表２　　　　　　　　　　　　上富良野町及び美瑛町立病院の経営状況　　　　　　　　　　　　（単位：人、千円）
美瑛町立病院 (病床数98、救急告示病院)上富良野町立病院 (病床数80、救急告示病院)

項　　　　目
14年度13年度12年度11年度15年度14年度13年度12年度11年度

989898988080808080病　　床　　数

718179835962605952入院１日あたり
患者数 271274285285169189204247255外来

1,391,7361,454,7291,770,3981,717,161836,932938,687976,6381,015,958969,915病院事業収益　　　　　　A

1,445,9991,449,3591,757,3291,643,937799,276913,124948,8861,002,3221,050,943病院事業費用　　　　　　B

△54,2635,37013,06973,22437,65625,53627,75213,636△81,028純利益（△純損失）　　A－B

△18,53835,99531,28519,216△636,050△673,706△669,269△727,021△740,657
当年度末未処分利益剰余金
（△当年度末未処理欠損金）

330,000310,000370,000385,000239,437250,175273,548275,525251,699一般会計繰入金

  －  －  －  －121,708139,348142,769150,047153,223地方交付税交付額

  －  －  －  －117,729110,827130,779125,47898,476実質一般財源補填額

29.3%25.2%27.5%36.2%27.4%29.7%30.3%23.8%20.0%医業収入に対する繰入金の割合

 表１
　収益的収支
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人、千円）

799,276病院事業費用836,932病院事業収益

776,732医 業 費 用
内  
訳

710,797医 業 収 益
内  
訳

17,740医業外費用126,135医業外収益

4,804特 別 損 失

37,656純利益

資本的収支

63,780資本的支出63,780資本的収入

33,656企業債償還金内  
訳

44,580出 資 金内  
訳 30,124建設改良費19,200企 業 債

〔病院では主に診療によって得られる収入とこれらの収入
　を得るためにあてられる支出が計上されています。〕

〔病院では、主に医療機器等の購入などに要する経費、施
　設資産の収得に要した借入金の元金償還金の支出と資産
　の取得に要する借入金等の収入がが計上されます。〕

事
業
収
支
と
繰
入
金

　

上
富
良
野
町
病
院
会
計
の
平
成　

年
15

度
決
算
は
、
左
記
表
１
の
通
り
で
「
収

益
的
収
支
」
の
収
入
「
病
院
事
業
収
益

」
か
ら
、
支
出
「
病
院
事
業
費
用
」
を

差
し
引
い
た
額
が
、「
純
利
益
」
と
し
て

３
千　

万
６
千
円
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

７６５



�

これはどうなっているの？

　

累
積
欠
損
金
の
解
消　

　

多
く
の
自
治
体
病
院
が
一
般
会
計
か

ら
繰
入
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
が
、

昭
和　

年
度
の
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス

63

改
定
か
ら
、
欠
損
額
が
大
幅
に
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
町
か
ら
の
繰
入
金
額

も
年
々
増
大
し
、
平
成
３
年
度
に
は
１

億
３
千
万
円
と
な
り
、
平
成　

年
度
は

15

約
２
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に「
病
院
運
営
審
議
会
」

10

を
設
置
し
て
、
経
営
改
善
に
向
け
た
論

議
が
さ
れ
、
産
婦
人
科
の
廃
止
、
各
種

手
当
て
の
見
直
し
、
医
師
給
与
等
の
見

直
し
、
不
良
債
務
の
解
消
、
院
外
処
方

箋
の
実
施
、
外
部
委
託
の
検
討
、
実
施

な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
収

15

益
的
収
支
で
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
昭
和　

年
度
決
算
時
に
２
千　

万

59

990

円
で
あ
っ
た
欠
損
金
は
、
平
成　

年
度

15

決
算
で
は
、
６
億
３
千　

万
円
と
大
き

600

な
金
額
と
な
り
、
抜
本
的
な
経
営
改
善

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

型
へ
の
変
更
や
増
床
を
早
急
に
検
討
す

べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

富
良
野
協
会
病
院（
地
域
セ
ン
タ
ー

　

病
院
）と
の
病
病
連
携　

　

医
療
費
や
介
護
費
用
の
増
高
か
ら
、

「
急
性
期
病
院
」
と
「
慢
性
期
病
院
」

と
の
流
れ
や
、
施
設
介
護
か
ら
在
宅
医

療
支
援
へ
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

後
、
富
良
野
協
会
病
院
（
地
域
セ
ン
タ

ー
病
院
）
と
、
町
立
病
院
と
の
役
割
分

担
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
と
し
て
の
富
良

野
協
会
病
院
と
町
立
病
院
と
の
病
病
連

携
が
一
層
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
連
携
体
制
と
内
容
充
実
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

患
者
負
担
金
の
未
収
金
対
策　

　

平
成　

年
度
決
算
の
患
者
負
担
金

15

（
入
院
・
外
来
）
未
収
金
の
累
計
は
、

　

万
５
千　

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

685

390

こ
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
今
日
ま
で
日

夜
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
払
い
理

由
の
再
検
討
に
よ
る
回
収
策
と
処
理
策

を
講
じ
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
体
制
の
維
持　

　

前
々
頁
で
救
急
体
制
の
、
平
成　

年
15

度
決
算
で
の
収
支
に
つ
い
て
記
し
ま
し

た
が
、
年
間
約
５
千
万
円
の
持
ち
出
し

で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
病
院
経
営
に
と

っ
て
は
不
採
算
部
門
で
す
。
町
民
の
生

命
を
守
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
は
あ

り
ま
す
が
、
夜
間
、
土
・
日
、
祝
日
な

ど
の
休
診
日
の
受
診
者
の
う
ち
本
来
の

救
急
患
者
は　

％
程
度
で
あ
る
た
め
、

20

救
急
医
療
を
維
持
し
て
い
く
か
ど
う
か

は
、
今
後
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す

　

旭
川
医
科
大
学
の
医
師
に
日
直
宿
直

を
依
頼
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
も
十

分
な
確
保
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

療
養
型
病
床
群
の
増
床　

　

平
成　

年
度
に
、
療
養
型
病
床
群　

11

36

床
を
設
置
し
て
以
来
、
町
民
皆
様
の
要

望
に
応
え
る
形
で
運
営
し
て
来
ま
し
た
。

　

当
町
立
病
院
の
一
般
病
床　

床
の
利

４４

用
率
が
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

医
大
の
支
援
を
頂
き
利
用
が
高
い
療
養

　

医
療
機
器
の
更
新
整
備　

　

病
院
で
は
赤
字
決
算
が
続
い
た
た
め
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
医
療
機
器
の
更

新
が
な
か
な
か
行
な
え
ず
、
耐
用
年
数

を
何
年
も
越
え
た
医
療
器
械
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成　

年
14

度
か
ら
医
療
器
械
更
新
整
備
5
ヵ
年
計

画
を
作
成
し
、
計
画
的
に
最
新
の
医
療

器
械
を
導
入
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
C
T
、
T
V
透
視

14

装
置
な
ど
で
1
億
1
千　

万
円
、
平
成

400

　

年
度
は
、
心
電
計
な
ど
で
2
千
万
円

15の
購
入
を
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
財
源
は
借
入
金
（
企
業
債
）
で

ま
か
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
返
済
額

が
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
の
課
題
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議会の“窓”

■
こ
の
９
月
の
定
例
会
で
新
し
い
議
会
体
制

に
な
っ
て
丁
度
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の

間
に
決
算
、
予
算
を
含
め
町
の
大
切
な
事
項

を
議
決
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
一
生
懸
命
や
っ
て
行
き
た
い
と

改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

■ 　

月
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
路
線
バ
ス
が

10
混
乗
方
式
に
な
り
児
童
・
生
徒
と
一
般
の
方

が
一
緒
に
バ
ス
に
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

行
財
政
効
果
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
子
供
と

お
年
寄
り
が
思
い
や
り
を
持
っ
て
触
れ
合
う

こ
と
が
出
来
た
ら
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
ま
す
。

あ
わ
た
だ
し
い
朝
に
美
し
い
光
景
が
見
ら
れ

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

■
高
橋
英
勝
氏
が
９
月
で
教
育
長
の
任
期
を

満
了
し
退
職
な
さ
れ
ま
し
た
。　

年
5
ヶ
月

44

の
長
期
に
わ
た
り
町
の
た
め
に
ご
尽
力
な
さ

れ
自
身
の
気
持
ち
を
良
寛
の
歌
に
た
と
え
て
、

議
場
で
涙
ぐ
ま
れ
た
姿
は
職
務
に
責
任
と
誇

り
を
持
っ
て
来
ら
れ
た
証
で
す
ね
。

完
全
燃
焼
さ
れ
た
前
教
育
長
に
心
か
ら
の

「
お
疲
れ
さ
ま
」
を
送
り
ま
す
。

「
ち
り
ぬ
べ
き　

時
知
り
て
こ
そ　

世
の

中
の　

花
も
花
な
れ　

人
も
人
な
れ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
岩
田　

記
）

委
員
長  
中
村
有
秀

副
委
員
長  
渡
部
洋
己

委　

員  
西
村
昭
教

　

〃　
  
米
谷　

一

　

〃　
  
岩
田
浩
志

　

〃　
  
金
子
益
三

　
【
７
月
】

　

日　

第
２
回
臨
時
会

27
　
【
８
月
】

　

日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
　

日　

議
会
運
営
委
員
会

23
　

日
〜　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

25

27

　
　
　

視
察
調
査（
穂
別
町
・
札
幌
市
・
沼
田
町
）

　

日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

30
　
【
９
月
】

２
日　

富
良
野
沿
線
市
町
村
議
長
会
議
員
研
修

　
　
　

会
（
南
富
良
野
町
）

３
日　

厚
生
常
任
委
員
会

６
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

８
日　

議
員
協
議
会

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

上
川
南
部
消
防
事
務
組
合
議
会

10
　

日　

第
３
回
定
例
会
（
１
日
目
）

15
　

日　

第
３
回
定
例
会
（
２
日
目
）

16
　

日　

第
３
回
定
例
会
（
３
日
目
）

17
　

日　

富
良
野
地
区
環
境
衛
生
組
合

28
　
　
　

議
会
臨
時
会

　
【　

月
】

10

４
日　

決
算
特
別
委
員
会（
各
会
計
・
企
業
会
計
）

５
日　

決
算
特
別
委
員
会（
各
会
計
・
企
業
会
計
）

６
日　

決
算
特
別
委
員
会（
各
会
計
・
企
業
会
計
）

７
日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

８
日　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会

　

日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

12
　
　
　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

町
内
行
政
調
査

　

日　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

13
　

日
〜　

日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
先
進
地

18

22

　
　
　

行
政
調
査（
赤
坂
町
・
安
浦
町
・
中
島
町
）

　
　
　

厚
生
常
任
委
員
会
先
進
地
行
政
調
査

　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
村
・
西
城
町
・
豊
浦
町
）

議
会
の
動
き

議
会
の
動
き

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤
えええええええええええええええええええええ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

赤赤
ええ
んん
ぴぴ
つつ

クリーンセンター視察の様子クリーンセンター視察の様子

公共施設などを調査
～町内行政調査を実施～

 
沿
線
議
員
研
修
会

　
　
　
　
   
に
参
加

　１０月１２日に全議員により、町内行政調査を実施し
ました。
　調査箇所は、保健福祉総合センター等、現在工事
を進めている公共施設など７箇所を視察しました。

９
月
２
日
に
南
富
良
野
町
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
富
良
野
沿
線

市
町
村
議
会
議
長
会
が
主
催
す

る
議
員
研
修
会
に　

名
が
参
加

１６

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
講
師
に
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
事
務
局
次
長　

村

川　

寛
海
氏
よ
り
「
市
町
村
議
会

を
め
ぐ
る
最
近
の
話
題
」、
道
州

制
推
進
会
議
委
員
（
下
川
町
議
会

副
議
長
）
谷　

一
之
氏
よ
り
「
道

州
制
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
北
海

道
の
姿
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
受

け
ま
し
た
。
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